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本日のOutline 

MiSeq ウォッシュプロトコール 

 －Maintenance Wash、Standby Wash、Post-Run Wash 

ラン間のサンプルキャリーオーバー対策用ウォッシュプロトコール 

 －ご用意が必要なもの 

 －設定方法 

 －プロトコールの実施方法 
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MiSeq 洗浄方法について 
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MiSeq 洗浄方法について 

Maintenance Wash/Standby Wash/Post-Run Wash 

0.5% Tween 20溶液 500mlを調製し、洗浄を行う。 

使用済みフローセルとウォッシュカートリッジ、ウォッシュボトルを使用。 

Maintenance Wash 

・20分x3回のウォッシュ（2回のwash溶液交換をはさむ） 

・月に1回実施する。 

Standby Wash 

・60分x2回のウォッシュ（1回のwash溶液交換をはさむ） 

・7日間以上装置を使用しない場合に実施する。 

・Standby Washを行うと、装置はStandby modeになる。 

 →次のラン前に必ずMantenance Washを実施する必要がある。 

Post-Run Wash 

・20分のウォッシュ（wash溶液の交換はない） 
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ラン間のサンプルキャリーオーバー 

対策用ウォッシュプロトコール 
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ラン間のサンプルキャリーオーバー対策用のウォッシュプロトコールが作成さ
れました。 

 

 

 

 

 

 

前ランからのサンプルキャリーオーバー 

 通常のMaintenance Wash  0.1%      

                                 次亜塩素酸ナトリウム溶液を用いたWash 0.001%      

高感度のアプリケーションを利用するお客様を対象としています。 

  

サンプルキャリーオーバー対策用ウォッシュプロトコール 

サンプルをロードする17番ポートを
重点的に洗浄するプロトコールです。 
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サンプルキャリーオーバー対策用ウォッシュプロトコール 

洗浄のステップ 

3番ポート: 0.05% Tween20 1ml →廃棄 

17番ポート: 次亜塩素酸ナトリウム溶液 1mL + 空気 →廃棄 

3番ポート: 0.05% Tween20 1ml →廃棄 

3番ポートから17番ポートへ: 0.05% Tween20 2ml 逆方向に流す 

17番ポート: 0.05% Tween20 2ml + 空気 +  3番ポート: 0.05% Tween20 1ml →廃棄 

3番ポートから17番ポートへ: 0.05% Tween20 2ml 逆方向に流す 

17番ポート: 0.05% Tween20 2ml + 空気 +  3番ポート: 0.05% Tween20 1ml  →廃棄 

3番ポートから17番ポートへ: 0.05% Tween20 2ml 逆方向に流す 

通常のPostRun Washに進む 次亜塩素酸ナトリウム溶液は残りません。 

3番ポート（ウォッシュボトル）と17番ポート（ウォッシュカートリッジ）の
切り替えでWashした後に、通常のPostRunWashに進む。所要時間30分程度。 
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ご用意が必要なもの  

①MiSeq Template Wash実行用ファイル 

 レシピ(PostRunWash-carryover.xml) 

 

②洗浄用のチューブ 

 (PN: 15021932) 

 

 

 

③次亜塩素酸ナトリウム（Sodium Hypochloride） 

: 0.01%溶液 1mLを17番ポートに使用する。 

④0.5% Tween20溶液 

: 17番以外のポートの洗浄に500mlを使用する。 

 

テクニカルサポート 

より送付 

お客様ご負担 
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ウォッシュプロトコール実行までの流れ 

事前準備 

1. Washレシピの置き換え 

2. 洗浄液（0.01% 次亜塩素酸ナトリウム）の調製 

3. Post-Run Washの実行 

テクニカルサポートに問い合わせ、プロトコールと 

レシピ（PostRunWash-carryover.xml）と洗浄チューブを入手する。 

MiSeq装置に保存されている既存のレシピを置き換える。 

洗浄液の調製はPost Run Wash実施の直前に行う。 

MiSeqにてキャリーオーバー対策用Washを行う。 
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ウォッシュプロトコール実行までの流れ 

事前準備 

1. Washレシピの置き換え 

2. 洗浄液（0.01% 次亜塩素酸ナトリウム）の調製 

3. Post-Run Washの実行 

テクニカルサポートに問い合わせ、プロトコールと 

レシピ（PostRunWash-carryover.xml）と洗浄用チューブを入手する。 

techsupport@illumina.comにお問い合わせください。 

MiSeq装置に保存されている既存のレシピを置き換える。 

洗浄液の調製はPost Run Wash実施の直前に行う。 

MiSeqにてキャリーオーバー対策用Washを行う。 

mailto:techsupport@illumina.com
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ウォッシュプロトコール実行までの流れ 

事前準備 

1. Washレシピの置き換え 

2. 洗浄液（0.01% 次亜塩素酸ナトリウム）の調製 

3. Post-Run Washの実行 

テクニカルサポートに問い合わせ、プロトコールと 

レシピ（PostRunWash-carryover.xml）と洗浄チューブを入手する。 

MiSeq装置に保存されている既存のレシピを置き換える。 

レシピ（PostRunWash-carryover.xml）を使用 

洗浄液の調製はPost Run Wash実施の直前に行う。 

MiSeqにてキャリーオーバー対策用Washを行う。 
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1. Washレシピの置き換え 

 ①MiSeq装置のレシピファイルが保存されている場所に入る。 

 C:¥illumina¥MiSeq Control Software¥Recipe 

WindowsのStartを開き、 

Computerを選択する 
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1. Washレシピの置き換え 

 ①MiSeq装置のレシピファイルが保存されている場所に入る。 

 C:¥illumina¥MiSeq Control Software¥Recipe 

OSDisc(C:)を開く 
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1. Washレシピの置き換え 

 ①MiSeq装置のレシピファイルが保存されている場所に入る。 

 C:¥illumina¥MiSeq Control Software¥Recipe 

開く 
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1. Washレシピの置き換え 

 ①MiSeq装置のレシピファイルが保存されている場所に入る。 

 C:¥illumina¥MiSeq Control Software¥Recipe 

Recipeフォルダ内にV1, V2, (MCS v2.3以降であれば) V3のフォルダがある。 

キャリーオーバー対策の洗浄を実施する場合は、V1~V3すべてのフォルダ内で 

ファイルの置き換えを実施する。 

フォルダを開く 

全てのフォルダで置き換えを実施しないと、流路に洗浄液が残りクラスター形成が 

阻害される場合がある。 
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1. Washレシピの置き換え 

②ファイルの置き換えを行う  

 C:¥illumina¥MiSeq Control Software¥Recipe¥[V1~V3]¥Default¥Wash 

※装置の洗浄の内容は、このフォルダ内で制御している。 

Step 1.  V1~V3の各フォルダ内にある、’Default’フォルダを開く。 
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1. Washレシピの置き換え 

②ファイルの置き換えを行う  

 C:¥illumina¥MiSeq Control Software¥Recipe¥[V1~V3]¥Default¥Wash 

開く 

Step 2. フォルダ内にある、’Wash’フォルダを開く。 
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1. Washレシピの置き換え 

②ファイルの置き換えを行う  

 C:¥illumina¥MiSeq Control Software¥Recipe¥[V1~V3]¥Default¥Wash 

存在しているPostRunWash.xmlというファイル名を、 

‘OriginalPostRunWash.xml’に変更する。 

Step 3. 元のPostRunWash.xmlのファイル名を書き換える。 
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1. Washレシピの置き換え 

②ファイルの置き換えを行う  

 C:¥illumina¥MiSeq Control Software¥Recipe¥[V1~V3]¥Default¥Wash 

テクニカルサポートから受け取ったレシピを置く 

PostRunWash-carryover.xml 

Step 4. キャリーオーバー対策用レシピを置く。 
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1. Washレシピの置き換え 

②ファイルの置き換えを行う  

 C:¥illumina¥MiSeq Control Software¥Recipe¥[V1~V3]¥Default¥Wash 

ファイルの名称を PostRunWash.xmlに変更 

Step 5. PostRunWash-carryover.xmlからPostRunWash.xmlへファイル名を変更する。 

Step 6. Step1~5を繰り返し、V1~V3のすべてのフォルダも同様に行う。 

各フォルダ内にある変更していないレシピをPostRunWash-carryover.xm 

に置き換え、ファイル名をPostRunWash.xmlに変更する 

通常のPostRunWashがキャリーオーバー対策用Washレシピに置き換わります 
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ウォッシュプロトコール実行までの流れ 

事前準備 

1. Washレシピの置き換え 

2. 洗浄液（0.01% 次亜塩素酸ナトリウム）の調製 

3. Post-Run Washの実行 

テクニカルサポートに問い合わせ、プロトコールと 

レシピ（PostRunWash-carryover.xml）と洗浄チューブを入手する。 

MiSeq装置に保存されている既存のレシピを置き換える。 

洗浄液の調製はPost Run Wash実施の直前に行う。 

洗浄用チューブを使用 

MiSeqにてキャリーオーバー対策用Washを行う。 
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2. 洗浄液（0.01% 次亜塩素酸ナトリウム）の調製 

 

1) 次亜塩素酸ナトリウム(Sodium Hypochlorite) をPW1やMilliQ水などで希釈し、 

 0.01% 次亜塩素酸ナトリウム溶液 1mLを調製する。 

 

 

 

 

 

 

※市販のブリーチ剤から洗浄液の調製も可能（NaOHを含むブリーチ剤は不可） 

米国本社の使用例 CLOROXブリーチ(6% Sodium Hypochlorite)を希釈して使用 

http://www.clorox.com/products/clorox-concentrated-regular-bleach/ 

最終的に0.01% 次亜塩素酸ナトリウム溶液 1mLを調製する。 

 

次亜塩素酸ナトリウム 

0.01% 次亜塩素酸ナトリウム溶液 1mL 

PW1, MillQなど 

http://www.clorox.com/products/clorox-concentrated-regular-bleach/
http://www.clorox.com/products/clorox-concentrated-regular-bleach/
http://www.clorox.com/products/clorox-concentrated-regular-bleach/
http://www.clorox.com/products/clorox-concentrated-regular-bleach/
http://www.clorox.com/products/clorox-concentrated-regular-bleach/
http://www.clorox.com/products/clorox-concentrated-regular-bleach/
http://www.clorox.com/products/clorox-concentrated-regular-bleach/
http://www.clorox.com/products/clorox-concentrated-regular-bleach/
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2. 洗浄液（0.01% 次亜塩素酸ナトリウム）の調製 

 

2) 調製した0.01%次亜塩素酸ナトリウム溶液を洗浄用チューブに分注し、 

 MiSeqウォッシュカートリッジの17番ポートに差しこむ（下図）。 

 

 

 

 

 

 

0.01%  

次亜塩素酸ナトリウム溶液 

1mL 
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ウォッシュプロトコール実行までの流れ 

事前準備 

1. Washレシピの置き換え 

2. 洗浄液（0.01% 次亜塩素酸ナトリウム）の調製 

3. Post-Run Washの実行 

テクニカルサポートに問い合わせ、プロトコールと 

レシピ（PostRunWash-carryover.xml）と洗浄チューブを入手する。 

MiSeq装置に保存されている既存のレシピを置き換える。 

洗浄液の調製はPost Run Wash実施の直前に行う。 

MiSeqにてキャリーオーバー対策用Washを行う。 

0.01% 次亜塩素酸ナトリウム溶液と0.5% Tween20溶液を準備する。 
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3. Post-Run Washの実行 

 

Washレシピの置き換えと洗浄液の調製が完了したら、MiSeqでWashを行う。 

以下のいずれかで、Post Run Washに進む。 

 ①Home画面 > PERFORM WASH > PostRun Wash 

 ②MiSeqのランが終了後 > PostRun Wash 
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①Home画面 > PERFORM WASH > PostRun Wash 

 

 

3. Post-Run Washの実行 

 

Home画面からPERFORM WASH > PostRun Washと進み、Washを開始する。 

※PostRun Washのレシピがキャリーオーバー対策用Washレシピに置き換わっているため、 

ラン前のPostRun Washも次亜塩素酸ナトリウム溶液でのWashが適用される。 
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②MiSeqのランが終了後 > PostRun Wash 

 

 

3. Post-Run Washの実行 

 

ラン終了後にStart Washを選択し、洗浄液の準備ができたらWashを開始する。 
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キャリーオーバー対策用Washでは、0.01%次亜塩素酸ナトリウム溶液で 

 17番ポートを洗浄した後に、通常のPostRun Washを行う。 

17番ポート以外（1~16・18~22ポートおよびウォッシュボトル）には、 

 0.5% Tween20溶液を満たす。 

3. Post-Run Washの実行 

 

0.5% Tween20溶液を 

利用する 

ウォッシュボトル 
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キャリーオーバー対策用Washを開始 

Wash画面の表示 

3番ポート（ウォッシュボトル）
と17番ポートで複数回切り替わる 

ことをご確認ください。 
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キャリーオーバー対策用Washを開始 

Wash画面の表示 

3番ポート以外から開始した場合、Washレシピの置き換えに問題がある可能性があります。 

？ 

①Exitボタンで停止し、HOME画面からPostRun Washにお進みください。 

②Washレシピが、 C:¥illumina¥MiSeq Control Software¥Recipe¥[V1~V3]で、 

 正常に置き換わっていることをご確認ください。 
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変更後の Washプロトコールについて 

キャリーオーバー対策用Washレシピに置き換えると、すべてのPostRun Wash

に適用される。 

Maintenance WashとStandby Washは、これまで通りの内容で実施される。 

キャリーオーバー対策用Washが必要ないとき 

 ◇Washレシピを置き換えたまま行う場合 

  ①洗浄チューブをささずに17番ポートに0.5% Tween20を満たす。 

  ②PostRun Washを実行する。 

  →次亜塩素酸ナトリウム溶液を使用せずにPostRun Washが行われる。 

 ◇PostRun Washの内容を初期の設定に戻したい場合 

  元のレシピに再度置き換える必要がございます。 

  レシピの置き換え時と同様に下記Washレシピの保存場所をご確認ください。 

  C:¥illumina¥MiSeq Control Software¥Recipe¥[V1~V3]¥Default¥Wash 
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PostRun Washレシピの置き換え 

レシピが保存されている場所で、ファイルの置き換えを行う。 

 C:¥illumina¥MiSeq Control Software¥Recipe¥[V1~V3]¥Default¥Wash 

Step 1. PostRunWash.xmlのファイル名をPostRunWash-carryover.xmlに変更 

 

PostRunWash-carryover.xmlに変更する 



40 

レシピが保存されている場所で、ファイルの置き換えを行う。 

 C:¥illumina¥MiSeq Control Software¥Recipe¥[V1~V3]¥Default¥Wash 

Step 2. OriginalPostRunWash.xmlのファイル名をPostRunWash.xmlに戻す 

 

 

 

 

 

Step 3. Step1~2を繰り返し、V1~V3のすべてのフォルダも同様に行う。 

 

通常のPostRun Washレシピの置き換えが完了 

PostRun Washレシピの置き換え 
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最後に 

 

洗浄用チューブは、繰り返しご使用いただけます。 

 

キャリーオーバー対策用Washをご利用になりたい場合は、テクニカルサポート
にお問い合わせください（ techsupport@illumina.com）。 

 プロトコールとWashレシピ、および洗浄用チューブを送付します。 

 

  

mailto:techsupport@illumina.com
mailto:techsupport@illumina.com

